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新事業創造による日本経済の活性化に、経済同友

会は、自らの提言の実践として積極的に取り組ん

できた。それが、2004年度に始まった「同友

会起業フォーラム」である。今年度は、エイチ・

アイ・エス取締役会長、澤田秀雄氏が新事業創造

推進フォーラム委員長を務め、昨年12月5日に

開かれたシンポジウムで4年目のスタートを切っ

た。同友会起業フォーラムは新事業創出を担う

「挑戦する個人」を支援するもので、その第1段

階としてのシンポジウムは、起業の魅力やアント

レプレナーシップの喚起を広く社会に呼び掛ける

というものだ。今回の特集では、右記のプログラ

ムで開催された「同友会起業フォーラム2007

シンポジウム」のレポート、および、澤田委員長

のインタビューをお届けする。
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りと、従来にない工夫を盛り込ん

だシンポジウムであった。

起業塾受講希望者は、シンポジ

ウム参加後、起業塾へ応募し、書

類審査、インタビュー審査を経て

塾生を選抜する（今年度は６名と

なった）。

「同友会起業フォーラム」の起

業塾の特色は、第一線で活躍する

本会会員の企業経営者が直接、起

業の志や理念、心構えといった部

分から指導を行うところにある。

また、受講生の主体性を重視し、

受講生側からの提案を元にプログ

ラムを進めていく。その中では、

ビジネスプランへの具体的なアド

バイス、受講生同士の自主的なグ

ループ活動、起業家・経営者との

ディスカッションなどが予定され

ている。

「同友会起業フォーラム」は、

高い志と使命感を持ち、起業意欲

に溢れた挑戦する個人の支援を目

的としている。その具体的活動の

起点となるのが「シンポジウム」

だ。起業という選択肢を現実的な

ものとして認識してもらうため

の、啓蒙と気づきの場である。

今年度のシンポジウムは、昨年

12月５日に東京・学士会館で開

催され、223名が参加した。冒頭、

桜井正光代表幹事が挨拶を行い、

「経済同友会は新しい時代に即し

た新事業の創造を応援している。

起業はやる気だけでは成功しな

い。この貴重な機会に多くのこと

を学んでほしい」などと述べた。

続いて、アルビレックス新潟の

池田弘会長が基調講演を行った。

池田氏は、起業を目指す人々の背
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新 事 業 創 造 を 担 う
“挑戦する個人”を応援

同友会起業フォーラム2007とは
同友会起業フォーラム
2007の流れ

起業塾開催
（2008年2～4月開催予定）

（写真上）パネルディスカッション・セッション
Ａは、参加者との質疑を中心に行われた。（写真
右）パネルディスカッション・セッションＢで
は、創業後の問題や悩みが率直に語られた。

開会挨拶をする桜井代表幹事

シンポジウム

起業塾応募受付
（ビジネスプラン概要を含む）

書類審査

インタビュー審査

最前線の起業家・経営者が
語る場としてのシンポジウム

中を押す前向きなメッセージを込

めながら、自身の起業体験を語っ

た。その後、池田氏と澤田委員長

の対談があり、起業の魅力などに

ついて意見を交換した。

シンポジウム後半は、２つのパ

ネルディスカッションが分科会形

式で開かれた。セッションＡは、

「創業から５年：ダントツ成長を

語る―新進企業の経営者による起

業論―」と題し、新進経営者４氏

が、起業の動機やベンチャー経営

者の実情などを語り合った。セッ

ションＢは、「顧客リレーション

の構築による起業の持続可能性―

創業後の事業継続のあり方―」を

テーマに討議を行った。外資系企

業、証券取引所からもパネリスト

を招き、多様な視点から事業継続

を確かなものとするために経営者

に求められる価値観や考え方を論

じた。２つのセッションにそれぞ

れの明確なテーマを設定したこと

で、議論の中身が濃くなるととも

に、参加者が共感しやすい内容に

なったようだ。また、非会員のパ

ネリストを多数招いたり、多彩な

切り口から起業を考えさせられた

経営ノウハウではなく、
視点や価値観を伝える起業塾
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池田：学校経営の時もＪリーグの

チーム経営の時も、最大のネック

はキャッシュフローでした。事業

を始めると自分だけの問題ではな

くなり、それに関わるすべての

人々の問題となります。ですから、

「始めたからには何があっても継

続するんだ」という強い意志が必

要です。逆境に置かれることもあ

りますが、「大変な時をいかに楽

しもうか」くらいに開き直れるか

どうかだと思います。

澤田：同感です。航空券、ホテル、

航空会社と、いろいろな事業に挑

戦してきましたが、「絶対にやっ

てやる」という気概と、「苦しく

てもやるんだ」という強い思いが

ないと成功しない。あとは継続で

しょう。少なくとも３年は続ける

べきで、そのための資金も必要で

す。継続することで知恵が身に付

いてきますから、成功の確率が上

がります。それと「運」も大事。

運を大切にするとチャンスも自然

と広がってくるはずです。

池田：起業して多くの困難と向き

合い、悩みながら突破口を見つけ、

事業を育て、会社を成長させてい

く――。この挑戦があるから人生

はエキサイティングなものにな

り、瞬間、瞬間に充実感を味わう

ことができるのだと思います。

――次に生まれても起業するか。

池田：もちろんです。宮司になる

時に、「国民のためにハンストを

続けたガンジーのようなことは、

僕にはできないだろう」と、悩み

ました。しかし、彼自身は経営者

でもあり、飢えた国民を救うため

に資金調達もしていたのです。こ

のことを知って、「方法が違うだ

けで、経営者も宮司も同じ理念の

ために行動を起こせるのだ」と感

じ、後の起業を迷うことなく決意

できました。

澤田：僕も迷わずにまた起業し

て、もっとおもしろい事業を探す

でしょうね。

――起業して何が変わったか。

池田：実は、日本のお宮のほとん

どは、それだけでは生活できない

状況なのです。それで、思い切っ

て事業を始めたわけですが、地元

の銀行をはじめ、さまざまな仲間

と出会えました。この経験と人脈

が、後のアルビレックス新潟へと

つながりました。

澤田：僕は社長になって、まず生

活が少し良くなりました。そして

お客さまに喜んでもらえると、世

の中の役に立っていることを実感

できた。これが大きな喜びでした。

事業を続けていると辛いこともた

くさん経験しますが、それはそれ

で大変勉強になりました。

――起業を成功させるコツは？

宮司から起業家に転身した池田氏

と、旅行業界のベンチャーとして

登場した澤田委員長。それぞれの

体験を踏まえながら、起業の魅力

などについて語り合った。

池田弘（いけだ・ひろむ）
新潟県立新潟南高等学校卒業後、國學院大
學で神職養成講座を受講し東郷神社などで
実習を重ねる。1977年愛宕神社宮司に就
任、同年新潟総合学院を開校し理事長に就
任。現在は新潟や福島を中心に、大学院大
学、大学、高等学校、学習塾、資格取得ス
クールなどの教育機関と、病院、各種高齢
者施設などの医療・福祉機関を運営する
NSGグループ代表を務める。96年アルビ
レックス新潟の代表取締役に就任。地域密
着型の経営手法で支持を集め、観客動員は
Jリーグでトップクラスとなる。起業支援
にも力を入れ、起業支援組織異業種交流会
501の会長、関東ニュービジネス協議会会
長。第15回ニュービジネス大賞アントレプ
レナー大賞部門最優秀賞受賞、2006年ミッ
ション経営大賞受賞、同年藍綬褒章受章。

澤田秀雄（さわだ・ひでお）
高校卒業後、旧西ドイツ マインツ大学留
学。その間に、50カ国以上の国々を旅す
る。その経験を活かし、帰国後の1980年、
エイチ・アイ・エスの前身であるインターナ
ショナルツアーズを設立、取締役社長に就
任。2004年よりエイチ・アイ・エス取締役
会長。
1996年経済同友会入会、2000年4月より幹
事。2006年度新事業創造推進フォーラム副
委員長、2007年度新事業創造推進フォーラ
ム委員長。

諦めずに事業を継続していくと
成功の確率がどんどん高くなる

対談：池田弘氏（アルビレックス新潟 取締役会長）×澤田秀雄氏（新事業創造推進フォーラム 委員長）
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伊藤正裕氏

高校在学中の2000年6月、iモードを利用したCRMの手
法を考案し特許出願。学業の傍らビジネスを開始。同年
12月にヤッパを設立し取締役社長に就任。2005年10月
より産経新聞社と電子新聞の配信を開始するなど、コ
ミュニケーションカンパニーとしても進化中。

帰国子女の経験が強みとなったが、それは単に外
国人と会話ができるということではない。イン

ターネット時代では、世界の情報の大半が英語サイト
で構成されている。それをいち早くキャッチすること
が重要だ。毎日、25サイト以上をチェックしている
が、「多くを知る」というより、むしろ「全体の流れ
がどこに向いているか」を判断している。

ヤッパ取締役社長

内田雅章氏

2000年三菱東京UFJ銀行を退行。その後、バリュークリ
エーション常務取締役兼日本ベンチャー協議会事務局長。
2004年3月に就職課を設立、代表取締役就任。優秀な学
生を見つけたい企業と適職を見つけたい学生をマッチン
グするビジネスを開始し、現在に至る。

大学生を応援したいという思いから起業したが、
適職を見つけたい学生と良い人材を求めたい企

業との橋渡しを、もっとビジネスとして展開していき
たいと思っている。それでも、学生や企業の喜ぶ声を
聞くたび、本来は国がやるべきことを行い、世の中の
役に立っているという実感はある。今後も、社会に必
要とされる新しい仕組みの創出に挑戦していきたい。

就職課代表取締役

笠原健治氏

1997年11月求人情報サイト『Find Job！』を開始。99年
6月に法人化し代表取締役就任。2004年2月ソーシャル・
ネットワーキングサービス『mixi』を開始。2006年9月
東証マザーズに上場。2007年11月7日時点で『mixi』の
ユーザー数は1240万人を超える。

達成感を最も感じたのは、事業立ち上げの時。準
備段階ではうまくいかないことも多く、立ち上

げが遅れると不安も広がる。それでも自分を信じ続け、
「うまくいきそうだ」と確信を持てた瞬間が本当に嬉
しかった。でも、起業すると、すぐに次の問題への対
処が必要になる。今は順調に成長しているが、どう持
続していくかということに難しさを感じている。

ミクシィ取締役社長

高乗正行氏

1993年大学卒業後、日商岩井入社。99年米国にてベンチャー
キャピタルのアントレピアを設立し副社長に就任。その後、
2001年に半導体・電子部品のネット通販サイトを運営する
チップワンストップを創業し取締役社長に就任。2006年経済
同友会入会、2007年度新事業創造推進フォーラム副委員長。

起業後の3年8カ月と、上場後の3年間とでは、
上場後の方が早く時間が過ぎ去ったという印象

だ。上場すると外部の目に晒される。上場以降は、継
続的な成長に向けた悩みと達成感の繰り返しが続いて
いる。知名度と信頼度が上がり、格段に取引しやすい
環境になったが、自身は現場だけでなく、株主対応な
どにも時間を取られるようになった。

チップワンストップ取締役社長

中村紀子氏（モデレーター）

テレビ朝日アナウンサーを経て、1985年JAFE（日本女
性エグゼクティブ協会）を設立し代表に。87年ジャ
フィ・サービスを設立し代表取締役に就任。96年現社名
に変更。94年経済同友会入会、2000年幹事、2006～
2007年度新事業創造推進フォーラム副委員長。

新人アナウンサー時代、松下幸之助さんと本田宗
一郎さんに接する機会があった。遠くから2人

の言動を観察していると、歩き方から笑顔のつくり方、
反対意見への返し方など、周囲の人とは違う点に気づ
いた。自分の経験値だけで物事の良し悪しを判断する
には人生は短すぎる。大きな足跡を残した先人たちの
生き様を観察することも、成長に必要だろう。

ポピンズコーポレーション代表取締役

俵輝道氏 田中佐紀子氏

「起業塾」卒塾生も
熱いエールを発信

シンポジウムでは、起業塾卒塾
生ですでに起業した2名――第Ⅰ
期生でバイオベンチャーの「アン
チエイジングサイエンス」を立ち
上げた俵輝道氏と、第Ⅲ期生で外
国人留学生対象の不動産情報提供
を行う「トランスボーダーズ」を
立ち上げた田中佐紀子氏――が紹
介された。

両氏は、「ベンチャーは非常に
苦しいものだが、チャレンジでき
ることを幸せに感じている」（俵
氏）、「社会に伝えたいメッセージ
があったので起業した。実際に事
業を始めると、反応をダイレクト
に感じることができる」（田中氏）
などと語り、起業した喜びを参加
者に伝えていた。

パネルディスカッション

＜セッションＡ＞
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樫野孝人氏

1986年大学卒業後、リクルート入社。人材開発部を経て、
編集セクションへ。福岡ドームのコンサルティングなど
を経験し、2000年アイ・エム・ジェイ取締役社長に就任。
国内最大手のウェブサイト構築事業のほか、モバイル事
業、エンターテイメント事業も手がける。

私の会社の事業規模は高校野球程度なので、新興
市場には甲子園出場のような意味があった。TV

中継があり大観衆もいる。エラーをすれば批判される
し、活躍をすれば注目される。上場益を得た社長の中
にはイグジットを考える人も多いが、そういう会社は
失速する。企業はビジョンが大切だとよくいわれるが、
ビジョンが最も必要なのは「社長にとって」である。

アイ・エム・ジェイ取締役社長

倉橋泰氏

1977年大学院卒業後、荏原製作所入社。85年同社の新規
事業部第一号社員となり「ぱど準備室」を開設。87年8
月ぱどを設立、同年10月に情報誌「ぱど」を創刊。92年
MBOにより取締役社長に就任。2003年経済同友会入会、
2007年度新事業創造推進フォーラム副委員長。

世の中をどう変えていきたいのかという情熱がな
ければ創業はできない。だから、世の中の役に

立つことをやるのが、起業の第一の条件だ。次に、企
業である以上は儲けることを考えなければならない。
そして楽しくなければ続かない。この3つが大事だ。
私は語呂合わせにして、「起業に必要なのはロマン、
ソロバン、ジョーダンだ」と言っている。

ぱど取締役社長

筒井高志氏

1974年大学卒業後、野村證券入社。97年取締役、2000年
常務取締役、2002年野村ホールディングス取締役、2003
年野村證券専務執行役。2005年ジャスダック証券取引所
社長に就任。2006年ジャスダック証券取引所が委員会設
置会社に移行したことに伴い、執行役社長となる。

インターネットが発達し、現在と将来の株主一人
ひとりと経営者がコミュニケーションできる時

代になった。財務諸表だけでなく、もっと経営の理念
を語った方がいい。今期が赤字だとしても、赤字をど
う考え、どう経営していくかが大事だ。株価はそれに
対する投資家個々の判断の集積として決まる。工夫す
れば、そうした市場が実現できると思っている。

ジャスダック証券取引所執行役社長

高野登氏

プリンスホテルスクール（現日本ホテルスクール）第一
期卒業。1974年渡米し、NYホテルキタノなどでの勤務
を経て、90年ザ・リッツ・カールトン・サンフランシス
コの開業に携わる。94年日本支社長。

スキルや知識は会社内で教えられるが、人間性や
タレントをトレーニングすることはできないと

考えている。少し乱暴な言い方だが、何十年か先の健
康な体は今食べている食べ物の質で決まる。それと同
じように、何十年後も会社が健全でいられるかは、今
採用する社員の質で決まってくる。会社が求めるタレ
ントを持つ人を徹底して探すことが大切だ。

ザ・リッツ・カールトン・ホテル・
カンパニー日本支社支社長

船橋仁氏（モデレーター）

1985年大学卒業後、87年リクルート入社。96年ビジネス
インキュベーション事業部を創設し、雑誌「アントレ」
を創刊。2000年アクセルを設立し取締役社長に就任。
2006年経済同友会入会、2007年度新事業創造推進フォー
ラム副委員長。

パネリストの皆さんのお話は、「社員とお客さまの
幸せを考えていくことが、最終的に会社の収益

に結びついていく。それをいかにねばり強くやってい
けるかにかかっている」という点に集約できると思う。
経営とはなかなか大変なものだが、やってみるとおも
しろい。このフォーラムから、素晴らしい起業家が誕
生することを願っている。

アクセル取締役社長

22名の塾生のうち、
すでに11件の起業実績

起業塾では、第Ⅰ期生（2004年度）から5名、
第Ⅱ期生（2005年度）からは4名、第Ⅲ期生
（2006年度）から2名の合計11名が起業している。
ちょうど1年前の起業状況が、第Ⅰ期生・第Ⅱ期
生合わせて6名であったことを踏まえると、起業
時期に個人差はあるものの、塾生同士が切磋琢磨
し合う環境の中で、起業への思いを持続し、夢を
実現させていることがわかる。2008年2月には、
6名の第Ⅳ期生が選抜された。

パネリストの発言から

応募総数
書類審査
合格者

インタビュー
審査合格者

起業件数

2004年度
（第Ⅰ期）
2005年度
（第Ⅱ期）
2006年度
（第Ⅲ期）

75

60

43

41

18

16

9

8

5

5

4

2

＜セッションB＞



澤田氏は「同友会起業フォーラム」において、過去2回のシンポジウム

のパネリストを務め、昨年度は起業塾講師も担当した。そして今年度は、

委員長としてプロデューサー役も務める。起業に挑戦する若い世代に語

りかけ続ける澤田委員長に、「同友会起業フォーラム」の目指すところ

や、起業をめぐる日本の課題について伺った。
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を、まず認識してほしいのです。

それと同時に、「起業するとこ

んなに楽しい」「起業するとこん

なメリットがある」「起業すると

自分も豊かになれるし、世の中の

役に立つ」といったことを知って

もらい、ひとりでも多くの人が、

「起業したい」「挑戦したい」とい

う気持ちになるようなシンポジウ

ムを目指しました。起業の過程で

は、困難や失敗に必ず出会います。

けれども、起業という挑戦があっ

たからこそ、新しいモノや価値観

が生まれるのであり、人生がより

充実したり、やりがいが持てたり

するのだと思います。そうしたこ

ともすべて含めて、起業の魅力、

素晴らしさを若い人たちにアピー

ルしたかったのです。

２月からは起業塾が始まりまし

た。起業塾では第一に、「何のた

めに起業するのか」という基本的

な考え方を学んでもらおうと思っ

ています。高い志や社会的使命感

を持ってやってもらわなければな

りませんし、コンプライアンスや

倫理観も絶対に必要な要素です。

これらは起業にとっての“背骨”

です。“背骨”がしっかりしない

限り企業は成長していけません。

次の段階では、各人の目指す分野

によって必要とされる要素が異な

るでしょうが、講師陣には多彩な

分野の経営のプロたちがそろって

います。経営の仕方、問題への対

処法などを具体的に教えることが

できます。塾生の方には、成功の

確率を上げる、また、起業家とし

て飛躍するための土壌を養ってほ

しいと思います。

将来的には、経済同友会の枠を

超えて、もっと広く社会全体に向

けた起業のＰＲの場、意見交換の

場を持てればと考えています。日

本の規模を考えると、今よりもっ

とスケールの大きいフォーラムが

あっていいと思うのです。

現実的には、「同友会起業フォー

昨年12月に「同友会起業フォー

ラム2007シンポジウム」を開催

したわけですが、本音をいえば準

備にもう少し時間をかけたかった

という思いはあります。とはいえ、

企画性の高いプログラムが提供で

きましたし、参加してくれた皆さ

んにはかなりのインパクトになっ

たのではないでしょうか。僕自身

もおもしろかったし、大変参考に

なりました。

このシンポジウムを通して何よ

りも伝えたかったことは、「起業

とはどんなことなのか？」という

点です。起業には、社会的責任、

高い志、理念が必要だということ

シンポジウムへの
参加者数は223名

2007年度のシンポジウムには、
計223名（セッションA：約140
名、セッションB：約80名）の
参加者が集まった。
2005、2006年度には、大学生

と大学院生を対象にした「カレッ
ジベンチャーフォーラム」を開催
していたが、起業に関して学生、
社会人をあえて区分する必要はな

いという考えから一本化された。
起業塾へのビジネスプランの応
募は29名に達した。そのうち、
書類審査合格者は12名、インタ
ビュー審査も合格し塾生となった
のは6名という結果であった。第
Ⅳ期塾生は、年齢的には30歳代
から40歳代。男女別では、男性
が3名、女性が3名であった。

起業することがどれほど
楽しいかを知ってほしい

澤田委員長に聞く

「挑戦したい！」という
気持ちにさせたい

志と倫理観の大切さを
まず初めに学んでほしい
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の、そう簡単に解決する問題では

ありません。実際、欧米に比べて、

日本の新規事業の立ち上げの割合

は圧倒的に低いのが現状です。例

えばスポーツ界では、スター選手

が登場することでそのスポーツ全

体に活気が出るという流れがあり

ますが、経済界においても同じよ

うなことがいえると思います。い

い企業が若い世代から次々と生ま

れ、社会への貢献や著しい成長で

注目を集めるようなモデルが出て

くることが必要でしょう。みんな

の目標になるようなベンチャー企

業が生まれ、成長し、それを社会

全体で応援していく――そうした

環境が整備されれば、その企業で

働いてみたいと思う若者も増える

でしょうし、自分で起業したいと

思う人も増えるはずです。

もうひとつ、日本で新事業を始

めようとすると、複雑で多岐にわ

たる規制やルールが邪魔をするこ

ともあります。例えば、保険会社

の免許を取得するのに何年も要し

たり、莫大な資金が必要になった

りします。あるいは、細かいルー

ルがありすぎて、知らない間にす

ぐルール違反になってしまうとい

うこともあります。登録や登記、

許可、報告……等々が本当に多す

ぎて、閉塞感さえ覚えます。最低

限のルールは必要ですが、ビジネ

スにはスピード感と自由度が不可

欠です。もっとシンプルでわかり

やすいルールにし、積極的な挑戦

を促すような仕組みにしなけれ

ば、新しく創造的なビジネスは生

まれてこないでしょう。付け加え

ると、起業支援に関する税制の問

題もあります。エンジェル税制の

導入など、徐々に環境は良くなっ

てきました。しかし実際には制度

の中身が複雑で、いろいろな書類

が必要だとか、適用範囲が限定さ

れるなど、制約が多すぎて使いに

くいのです。もっと実用的なもの

に変えなければなりません。

今、起業環境には逆風が吹いて

いますが、その閉塞感から脱却す

るためにも、ベンチャー企業を核

とする新事業創造や新市場開拓が

必要です。何とかして風向きを変

えたい、若者が元気になってほし

いと強く思います。もっと挑戦し

やすい環境をつくり、日本からお

もしろい企業が生まれ、欧米並み

に新しい企業がどんどん増えてい

く――。経済同友会としては、同

友会起業フォーラムを始めとする

さまざまな活動を通して、今後も

そうした“大きな風”を起こせる

ように努力を続けていきたいと思

います。

ラム」を１年ではなく、もう少し

長いスパンにすることで、もっと

幅の広い、深く掘り下げたダイナ

ミックな内容にしていくのが良い

のではないでしょうか。

今、日本の起業を取り巻く環境

には厳しいものがあります。ベン

チャー企業の中から不祥事が出た

り、倫理的あるいはコンプライア

ンスの問題がここ数年相次ぎまし

た。また、規制や株式公開の基準

も、年々厳しくなっています。

それでも、新しい時代にマッチ

した産業やシステムが生まれてこ

なければならないのに、日本では

なかなか出てきません。官も経済

界も相当な努力はしているもの

2007年度起業塾の
講師予定者

新事業創造推進フォーラム
＜委 員 長＞　澤田秀雄 エイチ・アイ・エス取締役会長

＜副委員長＞　倉橋　泰 ぱど取締役社長
高乗正行 チップワンストップ取締役社長
澁谷耕一 リッキービジネスソリューション代表取締役
中原隆志 キャセイ・トライテック代表取締役
中村紀子 ポピンズコーポレーション代表取締役
船橋　仁 アクセル取締役社長
和田成史　オービックビジネスコンサルタント取締役社長

目標になるような起業家が
若い世代から出てきてほしい

第Ⅰ期起業塾の様子


